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弥生カレッジＣＭＣのフリーテキスト講座（無料動画で公開中） 

 

 

独学者の強い味方！完全無料の疑問解消生放送 

次回開催は 12/13（土）20:00～ 

http://www.kaikei-soft.net/niconico.html 
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１．無形固定資産 

 

  物理的な形態を持たないが１年を超える長期にわたって利用される資産項目をいう 

 

 （２級）特許権のような法律上の権利 

     のれん（収益性の高い他の企業を買収する事で得られる超過収益力）のような経済的価値 

 

 （１級）ソフトウェアの製作費 

 

  ＬＥＤ開発の特許権 

  高級ブランドの商標権 

  ソフトウェア 

 

  無形固定資産をもっている会社は強い 

   

  でも知的財産を持つためには、一般的には莫大な投資が必要です。 

  その投資を資産に計上するかどうかには議論があります。 

 

  ＡＳＢＪが策定している概念フレームワーク（会計基準作成マニュアル）では、資産とはどのように定義さ

れているのだろうか？１級や税理士論点ですが、少し見ておきましょう 

 

 「資産とは、過去の取引または事象の結果として、報告主体が支配している経済的資源」 

               実際の状態    会社   ｺﾝﾄﾛｰﾙできる  ｷｬｯｼｭ獲得能力 

 

  特許権や商標権・ソフトウェアいずれも定義にあてはまりますね 

 

  ＜棚卸資産や有形固定資産と違い、物理的に減価しない。 

  ＜同時並行で顧客に供給できる 

 

  ２級の試験で出るのは？ 

  「特許権・商標権・著作権、のれん」くらいでしょう 

  のれんは純資産の合併で詳しく説明します 

 

  下記の内容覚えておけば十分です 

 

  権利の名前がそのまま勘定科目 

  価値は一気に減らないので定額法 

  法律上の保護期間終わると価値は消えるので残存価額０ 

  取得原価に大きな意味はないので直接法 

 

  ※試験には出ませんが、借地権などの非償却性資産もあります 

   鉱業権は生産高比例法 
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  本試験で注意すべきポイントは、償却費の計算でしょう 

 

  第３問の精算表での問われ方 

 

  「のれんは５期前の期首にＡ社を合併した時に計上した。20 年間で償却する」 

 

  前 T/B には 135,000 円で表示されています 

 

  この場合は、後 15 年の償却ですから 135,000÷15＝9,000 円となります 

 

２．繰延資産 

 

  繰延資産の定義をみておきましょう。これは税理士の財務諸表論の穴埋めでも問われる論点です。 

 

 (貸借対照表原則一のＤ) 

 将来の期間に影響する特定の費用は、次期以後の期間に配分して処理するため、経過的に貸借対照表の資産

の部に記載する事が出来る。 

 

 [注解１５] 将来の期間に影響する特定の費用について 

  「将来の期間に影響する特定の費用」とは、すでに代価の支払が完了し又は支払義務が確定し、これに対応

する役務の提供を受けたにもかかわらず、その効果が将来にわたって発現するものと期待される費用をいう。 

  これらの費用は、その効果が及ぶ数期間に合理的に配分するため、経過的に貸借対照表上繰延資産として計

上することができる。」・・・容認規定 原則は一括費用処理 

 

  資金調達の為・・株式交付費（５文字３年）・社債発行費等 

  企業活動の基盤形成の為・・・創立費・開業費（３文字５年） 

  将来の収益増加・費用逓減・・開発費（３文字５年） 

 

                     設立               営業開始 

          創立費                開業費 

   この段階の株式交付に係る費用        これ以降の株式交付に係る処理 

   創立費で処理                株式交付費で処理 

 

 

 

  将来にわたって発現するもの・・プロ野球の契約金（長期前払費用） 

 

  「資産とは、過去の取引または事象の結果として、報告主体が支配している経済的資源」 

   確かに過去の取引の結果、将来ＣＦに貢献しそう 

 

   しかし、有形固定資産や前払費用の場合は換金性はあると考えられる。 

   換金性のない繰延資産は費用収益対応の原則に元に認められた資産である 
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償却の方法は無形固定資産と同じ 

 

でも意味はずいぶん違う 

 

無形固定資産（有形固定資産も）は消費は後 

 

繰延資産は消費した後に償却（収益との対応関係を重視） 

 

 

 

 

  

この問題の建物の取得原価等

の情報は解答には関係ないわ 

海援隊の宿舎建設時

もグラバーさんから

途中で「金払え」と

いわれたがじゃ 
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●未経験者の方が良い！ 

 

 確信している事があります。 

経理の仕事は誰でもできます。これは間違いありません。 

仕訳ができれば、弥生会計に入力。もちろん他のソフトでもＯＫです。 

 

 職業訓練の受講生から、「私は一般事務しか経験していません」「接客しか、した事が

ない」「営業事務の経験は長いのですが・・」 

いつも言います「何言ってるのですか。素晴らしい！ではないですか」 

 

 私が言いたいことは一つです。 

経理の仕事は一部の特殊法人などを除けば、やる事は決まっています。業種もほとんど

関係ありません。「取引を原因と結果に分ける作業」さえできれば、しくみ通りの転記

を行う事で誰が作っても同じ結果（財務諸表）ができあがる。特に弥生会計をはじめと

するパソコンソフトを使えば、「誰でもできる」事は間違いありません。 

それに対して、営業事務も接客業も目の前で起こる様々な事柄に対応する能力が要求さ

れます。お金を扱う部署だけに社内の色々な部署とのコミュニケーションが求められ

る。これは簿記の勉強で得られる経験ではありません。 

色々な経験のある方こそ、企業が求めている人材です。 

 

 仕事の性質から中小企業の経理の求人担当者に会う方が多いです。 

「本当に経験者が必要ですか？」 

「いや、そんな事はない。むしろ前の会社の経験を引きずらない分、謙虚に仕事に接し

てくれる未経験者の方がいいかもしれない」 

もちろん、担当者の急な退職で経験者でなければならないケースもあります。でもその

ようケースはレアケースです。 

 

 税制改正、会計基準変更など経理担当になると様々な法令改正についていく必要があ

ります。弥生検定、日商簿記、税理士等の様々な資格にチャレンジする自己啓発能力の

高い人をこそ、企業は求めています。 

 

 この書籍を手に取った方には、十分にその素養があります。頑張ってください。 

講師横山の著書 

「弥生検定攻略テキスト」 

コラムより抜粋 

ちょっと一息    


